
こんな時、誰に聞いたらいーんかいなぁ？

私たちの生活には、様々な出来事が起こります。

こんなとき、あなたなら誰に相談しますか？

次ページよりご覧ください。

杉浦洋史司法書士事務所



【ケース１、会社員Aさん 男性 25歳】

ある日、自宅に突然1枚の請求書が送られてきまし
た。開いてみると、『商品代金50万円を直ちに指
定口座に振り込まなければ、給料を差し押さえ
る』と書かれています。差出人は全く聞いたこと
もない、怪しげな会社。こんなの知らない
よ！！！

１ 消費生活センター

２ 弁護士

３ 警察

４ 司法書士

５ 市役所などの公共機関

６ 親・兄弟姉妹・親戚・友人・知人

７ インターネット上の質問サイト

８ その他（ ）



【ケース２、主婦Bさん 55歳】

先日、30年連れ添った夫が突然他界してしまいま
した。残されたのは、私と息子・娘の3人。
夫名義の土地・建物の取り扱い、銀行・役所への
手続き、保険金の請求、年金手続き等、わからな
いことばかり。
ハァ・・・途方に暮れています。

１ 弁護士

２ 税理士

３ 司法書士

４ 行政書士

５ 市役所などの公共機関

６ 銀行・保険会社

７ 親・兄弟姉妹・親戚・友人・知人

８ インターネット上の質問サイト

９ その他（ ）



【ケース３、会社員Cさん 男性 60歳】

遠方に住む80歳の父親に認知症の症状がみられる
ようになり、色々な事がわからなくなってきまし
た。日常生活にも支障をきたしてきています。
近くに住んでいれば世話も出来るのですが、それ
も叶わず。お金の管理や介護保険手続きなど、誰
かに面倒を見てもらえたら助かるのですが・・・。

１ 病院・介護保険施設

２ 弁護士

３ 行政書士

４ 司法書士

５ 市役所などの公共機関

６ 銀行・保険会社

７ 親・兄弟姉妹・親戚・友人・知人

８ インターネット上の質問サイト

９ その他（ ）



【ケース４、無職Dさん 男性 65歳】

昨年、会社を定年退職しました。定年まで勤めら
れたのは、長年連れ添った妻のおかげです。今ま
での感謝の気持ちを込めて、自宅の土地と建物の
名義を妻にうつしたいと思っています。
どういった手続きが必要なのでしょうか？書類の
作り方もわからないし、何度も役所に行くのは大
変そうです。

１ 弁護士

２ 税理士

３ 司法書士

４ 行政書士

５ ファイナンシャルプランナー

６ 親・兄弟姉妹・親戚・友人・知人

７ インターネット上の質問サイト

８ その他（ ）



【ケース５、会社員Eさん 男性 62歳】

父が亡くなった際に、遺産の分け方について兄弟
間でもめて、嫌な思いをしました。私が亡くなっ
た時に、息子や娘が仲違いするのはとても悲しい
です。今から遺言書を書いておきたいと思います。
私から家族への最後のラブレター。
誰か書き方を手ほどきして下さい。

１ 消費生活センター

２ 弁護士

３ 警察

４ 司法書士

５ 市役所などの公共機関

６ 親・兄弟姉妹・親戚・友人・知人

７ インターネット上の質問サイト

８ その他（ ）



【ケース６、会社員Fさん 男性 28歳】

自動車整備工場に入社して10年。
仕事を覚え、人脈も広がりました。こつこつ貯め
たお金が500万円になり、いよいよ念願の独立です。
お客さんが喜んでくれるようなお店を作りたい
なぁ。
ところで、会社ってどうやって作るの？

１ 弁護士

２ 税理士

３ 司法書士

４ 行政書士

５ 銀行

６ 親・兄弟姉妹・親戚・友人・知人

７ インターネット上の質問サイト

８ その他（ ）



最後までお読みいただき、
ありがとうございます。

みなさんは、相談相手にだれを選ばれましたで
しょうか？

誰に相談しよう？と迷ったときは、ぜひ司法書士
のところへお越しください。
身近な法務アドバイザーとして、みなさんのお手
伝いができれば幸いです。

実際に相談したいこと、聞いてみたいことなどあ
りましたら是非お気軽にお問い合わせください。

杉浦洋史司法書士事務所

〒444-0840 

愛知県岡崎市戸崎町字上り場西49番地天政ビル4Ｆ 401号

TEL/FAX：0564-53-8444/0564-53-8445

代表：杉浦洋史
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